【Zoom】法然上人［1133-1212］の言葉を読む　令和２年10/17（土）佐々木奘堂

●９．　この真如 (しんにょ)観 (かん)はし候 (そうろう)べきにて候 (そうろう)か。
答 (こた)う。これは恵 (え)心 (しん)のとて候 (そうら)えども、きにて候 (そうろう)なり。おおかた真如 (しんにょ)観 (かん)をば、われら衆生 (しゅじょう)は、えせぬ事 (こと)にて候 (そうろう)ぞ、往生 (おうじょう)のためにもおもわれぬことにてえば、無益 (むやく)に候 (そうろう)。

9-01・「浄土宗総合研究所」発行『法然上人のご法語３対話編』から現代語訳：
　『真如観』に説かれる、心を静めてすべての存在がそのままで真理であると体得する行を修めるべきでしょうか。
　お答えします。これは、恵心僧都（源信）が説かれたとのことですが、感心できない教えです。およそ『真如観』に説かれる行は私たち衆生になし得るものではありませんし、往生のために必要なものとも思われませんから、無益なことです。

9-02・「真如観」の注釈：
　源信［942-1017］作と伝えられるが成立は不詳。本書では、あらゆる存在がそのまま真理であると観ずる真如観を説き、これを仏教すべての教えに通ずる中道観とした。この中道観を徹して自己の心と真如とが不二であると観ずれば、このわが身は、釈迦・弥陀・薬師等の諸仏や普賢・文殊・観音・弥勒等の諸菩薩、あるいは釈尊一代の八万四千の法門や自行・化他の因果などと不可分であると説く。そして、そうした状態が即身成仏であり、浄土往生の成就であるとする。

●９－２．
　これに計算 (けさん)して候 (そうろう)ところは、何事 (なにごと)もむなしと観 (かん)ぜよとして候 (そうろう)。
　空 (くう)観 (かん)と申 (もう)し候 (そうろう)は、これにて候 (そうろう)な。されば観 (かん)じべきようは、たとえばこの世 (よ)のことを執着 (しゅうちゃく)して思 (おも)うまじきとおし (教)えて候 (そうろう)と見 (み)えてえば、おおようらんのためにまいらせ候 (そうろう)。
　答 (こた)う。これはみな理 (り)観 (かん)とてかなわぬ事 (こと)にて候 (そうろう)なり。… 御 (お)たずねまでも無益 (むやく)に候 (そうろう)。

9-21・現代語訳：
　『真如観』の意図するところは、「何事もむなしいものと体得しなさい」ということのようです。いわゆる「空観」とは、このことでしょうか。だとすれば、「体得すべきは、たとえばこの世のことに執着してはならない」と教えているように思われます。以上のことについて、おおよそのことをお示しいただくように仰せつかって参りました。
　お答えします。それらは総じて「理観」といい、心を静め、無念無想のまま心理を体得する行ですから、とても叶うものではありません。… 往生を願う上にはそうしたお尋ね自体、無益なことです。

9-22・「理観」の注釈：
　覚りを得るために、心を静め、無念無想のまま、智慧をもって心理を思念する修法（観法）。「理」とは、普遍的・絶対的な真理や理法を指し、個別的・具体的な事象や現象を意味する「事」と相対関係にある。したがって、理観とは、「事」を思念の対象とすることなく、直ちに真理そのものである「理」を思念する修法である。

9-23・参考：馬祖禅師［709-788］の言葉
僧 (そう)問 (と)う、「如何 (いか)なるか是 (これ)、修 (しゅう)道 (どう)？」 曰 (いわ)く、「道 (どう)は修 (しゅう)に属 (ぞく)さず。… 
自 (じ)性 (しょう)本 (ほん)来 (らい)具 (ぐ)足 (そく)す。…取 (しゅ)善 (ぜん)捨 (しゃ)悪 (あく)、空 (くう)入 (にゅう)定 (じょう)は、即 (すなわ)ち、造 (ぞう)作 (さ)に属 (ぞく)す。更 (さら)にもし、外 (そと)に向 (むか)って馳 (ち)求 (ぐ)せば、転 (ますます)疎 (そ)にして転 (ますます)遠 (とお)し。… 源 (みなもと)に返 (かえ)ること解 (あた)わずして、名 (な)に随 (したが)い、相 (そう)を逐 (お)い、迷 (まよ)いの情 (じょう)、りに起 (おこ)り、種 (しゅ)種 (しゅ)の業 (ごう)を造 (つく)る。」

●９－３
ある人問うていわく、色相観は観経の説なり。たとい称名の行者なりというとも、これを観ずべく候か、いかん。
上人答えての給わく、源空もはじめはさるいたずら事をしたりき。いまはしからず、但信の称名なりと。

●９－４
　源空も念仏のほかに、毎日に阿弥陀経を三巻よみ候き。一巻は唐、一巻は呉、一巻は訓なり。しかるを、この経に詮ずるところ、ただ念仏申せとこそとかれて候えば、いまは一巻もよみ候わず。一向念仏を申し候なり。

●９－５
近来 (ちかごろ)の行人 (ぎょうにん)、観法 (かんぽう)をなす事 (こと)なかれ。佛像 (ぶつぞう)を観 (かん)ずとも、運慶 (うんけい)・康慶 (こうけい)が造 (つく)りたる佛 (ほとけ)程 (ほど)だにもじあらわすべからず。極楽 (ごくらく)の荘厳 (しょうごん)を観 (かん)ずとも、桜 (おう)梅 (ばい)桃 (とう)李 (り)の花 (けか)菓程 (ほど)も、観 (かん)じあらわさん事 (こと)かたかるべし。かの佛 (ほとけ)、今 (いま)現 (げん)に世 (よ)に在 (ましま)して成佛 (じょうぶつ)し給 (たま)えり。当 (まさ)に知 (し)るべし、本 (ほん)誓 (ぜい)の重 (じゅう)願 (がん)、虚 (むな)しからざることを。衆生 (しゅじょう)称念 (しょうねん)すれば、必 (かなら)ず往生 (おうじょう)を得 (う)の釈 (しゃく)を信 (しん)じて、ふかく本願 (ほんがん)をたのみて、一 (いっ)向 (こう)に名 (みょう)号 (ごう)を唱 (とな)うべし。名号 (みょうごう)を唱 (とな)うれば、三 (さん)心 (じん)、おのずから具足 (ぐそく)するなり。

●９－６
源空は智徳をもって人を化するなお不足なり。…我もし人身を受けば大愚痴の身を受け、念仏勤行の人たらん。
浄土宗の意に依らば、一切の教行は悉く念仏の方便と成る。

●１０．　上人つねに仰られける御詞
また云く。本願の念仏には、ひとりだちをせさせて、すけ (助)をささぬなり。すけというは、智恵をもすけにさし、持戒をもすけにさし、道心をもすけにさし、慈悲をもすけにさすなり。
善人は善人ながら念仏し、悪人は悪人ながら念仏して、ただまれつきのままにて念仏する人を、念仏にすけささぬとは云うなり。
さりながら、「悪 (あく)をあらため、善人 (ぜんにん)となりてせん人 (ひと)は、仏 (ほとけ)の御心 (おこころ)に叶 (かのう)べし、かなはぬゆえに」、とあらんかからんとて、決定 (けつじょう)心 (しん)おこらぬ人 (ひと)は、往生 (おうじょう)不 (ふ)定 (じょう)の人 (ひと)なるべし。

●１２．　らばの功 (こう)つもり、なばへまいりてなん。とてもかくても、此 (この)身 (み)にはひわずらふぞなきと思 (おもい)ぬれば、死生 (しせい)共 (とも)にわづらいなし。
